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大曲中学校区学校運営協議会【大曲プロジェクト】は、地域と共に
ある学校づくりのため、目指す子ども像（裏面に掲載）を掲げて活動
しているところです。
つきましては、今後、子どもたちが心がけてほしいことと、学校、家庭、
大曲プロジェクトの取組をまとめましたので、ご協力をお願いします。

大曲中学校区学校運営協議会【大曲プロジェクト】会長 橋本 勝晴

１ 進んであいさつ、立腰（正しい姿勢）ができる
○学校では、進んであいさつすること、立腰を奨励し、全校で取り組みます。
◇家庭では、あいさつや立腰の大切さを伝えたり、あいさつや立腰を応援します。

□大曲プロジェクトでは、民生委員・児童委員や地域の老人会等と連携し、あい

さつ運動を展開します。

２ 公園や道路で、人に迷惑をかけない
○学校では、公園でトラブルを起こしたり、道路でスケートボードに乗ったりする
ことのないよう、人に迷惑をかけないことを繰り返し指導します。

◇家庭では、公園の使い方や道路の歩き方について教えたり、手本を見せたりします。

□大曲プロジェクトでは、大曲地区青少年健全育成連絡協議会と連携し、見守りを

行います。

３ テレビやゲーム、スマホを使う家庭のルールを守る

○学校では、「ノーメディアディ」など、ゲームやスマホ依存を防ぐ取組を進めます。

◇家庭では、テレビやゲーム、スマホの時間やルールを決め、守るよう応援します。

□大曲プロジェクトでは、広報を活用し、家庭のルールや取組の例を紹介します。

大曲地区の子どもたちに心がけてほしいこと
大曲中学校区学校運営協議会【大曲プロジェクト】

４ 進んで家庭学習ができる

○学校では、「家庭学習強化週間」を設定し、家庭学習の取組を奨励します。

◇家庭では、家庭学習の時間やルールを決めて、守るよう応援します。

□大曲プロジェクトでは、広報を活用し、家庭での働きかけの例を紹介します。
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地域の子どもを地域で育むことは、活力ある地域づくりに
つながります。
大曲地区の未来をつくるのは大曲の子どもたちです。
学校・家庭・地域が協働し、よりよい大曲に！


